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あなたのやりたい「しごと」が見つかる！
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住　所　鹿屋市東原町 5934-45
電　話　0994-35-0038
設　立　平成 20 年
代表者　久木田 敬一
従業員数　11 人
平均年齢　29 歳　
採用実績　１人（令和６年度）
福利厚生　�各種保険（雇用、健康、厚生年金、 

労災）、家族手当、通勤手当　など

information

有限会社有限会社
サンフィールズサンフィールズ

自然が育む農業を通して人々の喜びを創造したい自然が育む農業を通して人々の喜びを創造したい

企業情報

▲ Facebook

　

弊
社
は
平
成
20
年
に
創
業
し
、
翌

年
か
ら
農
作
物
の
契
約
栽
培
を
開
始

し
ま
し
た
。
主
に
外
食
産
業
や
カ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
向
け
に
、
加
工
用
の

キ
ャ
ベ
ツ
や
大
根
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど

の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
22
年
に
は
北
海
道
夕
張
郡
栗
山

町
に
農
場
を
開
設
し
、
平
成
28
年
に

同
農
場
を
分
社
化
し
た
「
株
式
会
社

サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
北
海
道
」を
設
立
。

鹿
児
島
と
北
海
道
の
２
拠
点
で
生
産

を
行
う
こ
と
で
、
気
温
差
を
生
か
し

た
栽
培
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
も
食
や
労
働
の
安
全
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
。
弊
社
で

は
食
品
安
全
、
労
働
環
境
、
環
境
保

全
に
配
慮
し
た
「
持
続
的
な
生
産
活

動
」
を
実
践
す
る
企
業
に
与
え
ら
れ

る
国
際
認
証
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ

プ
認
証
」
を
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
メ
ロ

ン
、さ
つ
ま
い
も
で
取
得
し
て
い
ま
す
。

農
業
は
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に

必
要
な
最
も
基
本
的
な
産
業
。
そ
の

た
め
消
費
者
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
農
産
物
の
生
産
に
務
め
て
い
ま
す
。

有
限
会
社 

サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ

久久く

き

た

く

き

た
木
田
木
田  

敬敬け
い
い
ち

け
い
い
ち一一    

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

　

近
年
は
、
世
界
情
勢
な
ど
の
外
的

要
因
に
よ
り
肥
料
や
種
、
燃
料
な
ど

が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

従
来
の
加
工
用
野
菜
に
加
え
て
、
高

付
加
価
値
な
野
菜
の
販
売
に
も
着

手
。
通
常
の
さ
つ
ま
い
も
の
百
倍
の

β
カ
ロ
テ
ン
を
含
む
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ス
ウ
ィ
ー
ト
」
や
糖
度
18
度
以
上
の

輝
北
町
産
メ
ロ
ン
の
契
約
栽
培
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
の
世
代
が
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
夢
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
広
い
視
点
を

持
っ
て
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
農
業
の
良
さ
を
未
来
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

農
業
を
通
し
て

多
く
の
人
に
笑
顔
を

高
付
加
価
値
野
菜
の

生
産
を
目
指
し
て▲�高糖度輝北産メロンの「輝北おり姫メ

ロン」。輝北町では日中の気温上昇と

夜間の放射冷却による気温差が大きく、

この寒暖差がメロンの糖度を高める。

▲�カンボジア国のほ場での様子。昨年10

月から３ヘクタールで栽培を行ってお

り、トマト、きゅうり、白菜、チンゲ

ン菜などを栽培している。

コ
コ
に
注
目
！

　私は、ほ場の管理が主な業務です。
実際にトラクターで耕うんを行うほ
か、衛星画像とAI分析による栽培管
理支援システムを活用し、生育状況
などを分析。追肥を行うか判断した
り、肥料の量を調整したりしていま
す。今後も生産面ではDX化を進め、

高度な農業生産技術の習得を目指し
たいです。
　また、経営面でも品質と価格が連
動するような適正価格での販売がで
きるよう、商談能力を身につけてい
きたいです。

私の仕事!私の仕事! 久
く き た

木田 研
け ん と

人 さん
（24歳／入社2年目）

鹿屋工業高校、県立農業大学校卒。
趣味はテニス・水泳で、高校時代はテニスで九
州大会出場。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
農
業
経
営

　

弊
社
で
は
技
能
実
習
生
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
帰
国
後
に

農
業
に
従
事
で
き
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
地
で
の

受
け
皿
確
保
の
た
め
、
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の

中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
を
活

用
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
で
の
現
地
調

査
や
王
立
農
業
大
学
で
の
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
か
ら

は
現
地
で
の
栽
培
も
開
始
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
農
業
の
人
材
育
成
と
雇
用
確

保
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲ホームページ
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